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反射鏡製遣準備（中村） 83
に受ける事が疑はしいなれば白紙或は揺硝子に倒に爲る焔の像で可なり正
確に焦々決定が出到る．標硝子が細かい程正確で巧に行えば球面皐径1セ
ンチまでは決定出來，好都合に行けば豫定の焦貼距離の藪ミリまで一一致せ
しめる事が幽解る．此の方法は迅速で計算を要せす且つ必要程度に正確で
ある．カセグレイン凸鏡の如きは盤の凹面の方で測る．筆者は豫定の焦黙
距離の二三ミリ以内に一致せしめナこ例は多くもって居る．
　御願ひ　材料購入を度々依頼されますが，都合によって一切御断り申し
ます．　（筆者）
ミラム敏授夫妻を迎へて
山　本ロ・清
　去る十二月30日，同志杜のミス・デントンから電話で「二三日前からミヤ
コ・ホテルにProfessor　Milhamミいふ米入天文墨者が來て宿泊してみるか
ら會って下さい」ミいふ傳言があった．ミラム教授ε聞くε，直ぐ自分は
：米國で一二度出會つたこSのあるWi］liamstown學院の天文教授を思ひ出
しナこので，なつかしく思ひ，直ぐ叉電話を＊テルにかけて同氏を呼出した
ミころ，都合好く室に居られ，電話ロに出られた．そこで歓迎の意を表し
「明N大病天文塁で御目にかXりませう」t，一約束して置いて，すぐ此の事を
新城教授にも電話で知らせた．
　米國Williams　CollegeはMassachusetts州の西北端のWilliamstownに
あって，同市の開拓者Ephraim　W葺liams大佐（1715－1755）記念のtめ17
93年にWest　HQosac　Free　Schoolを改名して設立されたものであって，
米綿大統領James　A．　Gar丘eldは實に此の中院の出身である．最近1924年
からは此の學院内にInstitpte　of　Politicsミいふ夏期丁丁が開かれ，世界各
磁 ミラム教授夫妻な迎へて（山本）
國から有名な學者や政治家を招いて公開講座を設けてみる．日本からは19
24年に鶴見諮二三が招かれて行ったこSは我が三内に於いて既に廣く知ら
れてみる所である。
　此の三三の天文皇は，1836年に第四代の総長Mark　Hopkinsの蓋力によ
って「ホプキンス天文皇」（Hopkins　Observatory）εいふものが設けられ，
CI・rl・・eXの「・一Q・肩鎖赫vaes力勧れ甑期後・1882年に「・・
ルド記念天文皇」（Field　Memorial　Observatory）ミいふものが前者の西7キ
ロ程離れナこ所に設けられ，天文設備は皆此所に統一されるε共に「4吋」の
Repsold製子午環が据え付られた．しかし，論議，學生教育を主εしてみる
天文肇であって，研究は鍛りやってみない．現今の天文皇長醗1ham教授
は1893年中同學院を卒業して唯心に遊學し，StrassburgやToulouse大域
で研心した後，母校に蹄って教鞭を取ってみる。一一自分は先年在米中一
二回の天文會合に於いてMilham氏に出合つたこεがあり，同氏の紹介で
同氏自著のTime　and　Time　I（eepersεいふ時計學の書物を購求しtこε
がある。
　約束により，翌31日朝九時，自分は自動車を携へてMflham氏夫妻をホ
テルへ迎へに行き，案内して，九時牟に大學へ來た．新城教授も此所で面
面され，暫く話した後，吾々は大日天文歯内の望遠鏡や圖書室等を見せた
それから一行四人で比叡山ケーブル電車に乗り，山上のレストランで書食
し，午後二時下山，其のまs再臨を約して，ホテルへ迭り返した，
　翌（昭和三年）一月一日午後6時，こんさはMilham教授夫妻の招待を受
けて新城教授ε英子ミ自分ε三人はホテルへ行き，晩餐を饗せられた一
Milham氏夫妻の談によれば，夫妻は學院の賜暇を得て世界一週族行を思ひ
立ち，Dollar線の汽船で，　New　York畿，　Panama経由，　Honoluluを経て
神戸に來られたのである．今後は支那印度あナこりを見物の後，殴州各地の
春を訪ひ，夏の初めWilliamstownへ餅られる筈である．
